
平成 29 年 11 月 14 日 

新潟県水産海洋研究所 
 

平成 29 年度冬ブリ漁況の見通しについて 

平成 29 年 10 月～平成 30 年 3 月の県内主要定置網における漁獲量の予測 

※平年：過去 10 年間の平均  

 

○大ブリ （7kg 以上）  平年（244 トン）並み  
補足説明 

 今期漁獲される大ブリは、平成25年以前生まれの4才以上魚（7kg以上）で、平成28年秋季～冬

季に来遊した3才魚（5～6kg）と平成29年春季～夏季に北上した3才以上魚の南下群です。  

 新潟における平成28年12月～平成29年3月の3才魚および新潟～青森における平成29年4月

～7月の3才以上魚の漁獲尾数は平年比87%、前年比143%でした。 

 佐渡島北方～青森にかけて冷水域が接岸し能登沖合に暖水域があると、新潟（両津湾）の定

置網への入網が比較的良好となる傾向があります。今年の12月上旬の海況※は、平年並みと

考えられます。 

 日本海を南下する大ブリの資源水準は平年並み、海況も平年並みと考えられることから、漁獲

量は平年並みと予想しています。 

※国立研究開発法人水産研究・教育機構の拡張版日本海海況予測システム JADE2 による 
 

○中ブリ （4kg～6.9kg） 平年（96 トン）を上回る  
補足説明 

 今期漁獲される中ブリは、大型の平成27年生まれの2才魚（4kg台）および平成26年生まれの3

才魚（5～6kg台）です。 

 平成26年生まれは新潟～青森では過去10年で最も多く漁獲されており、12月～翌年7月の漁

獲尾数で見ると、0才時は平年比243％、1才時は190％でした。2才時も北上期に粟島で平年

の約9倍の漁獲があり、資源水準が高い状態が継続していると推測されることから、中ブリは平

年を上回ると考えています。 

 一方、平成27年生まれは少なく、12月～翌年7月の0才時の漁獲尾数は平年比78％でした。 

 これらのことから、中ブリは5～6kg台が漁獲の中心になると予想しています。 
 

○小ブリ （1.7kg～3.9kg） 平年（135 トン）を上回る  
補足説明  

 今期漁獲される小ブリは、平成28年生まれの1才魚（2kg台）および小型の平成27年生まれの2

才魚（3kg台）です。 

 新潟～青森の平成28年12月～平成29年7月における平成28年生まれの0才時の漁獲尾数は

多く、平年比239％でした。石川～秋田5県の10月～翌年3月の1才時の漁獲尾数との相関から、

今期漁獲される小ブリは28年生まれだけで200トンを超え、平年を上回ると考えられます。 

 一方、平成27年生まれの0才時の漁獲尾数は少なく、平年比78％でした。 

 これらのことから、小ブリは2kg台が漁獲の中心になると予想しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

担当：新潟県水産海洋研究所 漁業課 

  主任研究員 池田 怜 

  TEL 025-261-2043  FAX 025-261-0335 
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表　銘柄・体重と2016年以降の年齢の関係

銘柄 　　　体重 　　　　年齢

イナダ 　1.7kg未満 0才

小ブリ 　1.7～3.9kg 1才＋小型の2才

中ブリ 　4.0～6.9kg 大型の2才＋3才

大ブリ 　7.0kg以上 4才
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参考資料 

１．体重・銘柄－年齢の関係にみられる近年の変化 

・近年、日本海北部海域ではブリの小型化がみられ、2011年から2016年の間に体重と年齢の関係が下

図のように変化しています。2017年も小型化の傾向は継続しており、今漁期も2016年と同様の関係に

あると仮定して各銘柄の漁況を予想しました。          ※年齢は8月1日を誕生日として表記 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

２．日本海北部海域における回遊 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
・0歳（イナダ）             ・1～3歳（小・中ブリ）        ・4歳以上（大ブリ） 

   日本海の各地へ来遊         春～夏に北上、秋～冬に 

南下をくり返す 

 

 
 

３．銘柄別漁獲量の推移 （10 月～翌年 3 月，新潟県主要定置網） 

（１）大ブリ（3 歳魚以上：7kg 以上）   （２）中ブリ（2 歳魚：4～6.9kg）     （３）小ブリ（1 歳魚以上：1.7～3.9kg） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

産卵のため冬に南下。 

遊泳時の水温は 14～18℃で、 

新潟（佐渡）への入網の多寡 

は海況に左右される。 

10 年平均 

244 トン 

10 年平均 

96 トン 

10 年平均 

135 トン 


